
　直接還元製鉄は高炉によらない製鉄法である。直接還
元製鉄法が工業的に確立し始めたのは1960年代からで，
各種のプロセスが商業規模・準商業規模で建設され始め
た。直接還元製鉄プロセスは，還元剤の種類によって大
まかには天然ガスベースと石炭ベースに分類される。前
者の代表的なものとしては，MIDREX�プロセス，HYL
／ ENERGIRONプロセスがあり，後者には SL／ RNプ
ロセス，FASTMET�プロセス，FASTMELT�プロセス，
ITmk3�プロセスなどが存在する。

　直接還元製鉄法による還元鉄の生産量は順調に拡大し
てきており，図1に示すように，1970 年から2008年の





が高まっており，CO2排出規制などの環境規制も強化さ
れている。
　直接還元製鉄プラントはコークスを必要とせず，一般
炭や低品位鉱など多様な原料を用いることが可能であ
り，資源問題に対応することが可能である。また，CO2
排出量といった環境負荷も小さいため，直接還元製鉄法
に対する期待は今後ますます高まることが予想される。
　さらに，米国など先進国においても，スクラップ代替
の清浄鉄源として還元鉄の需要が高まっており，還元鉄
出荷量も年々伸びてきている（図6）。また，世界的に電
炉の生産量が拡大を続けており（図7），これに伴って還
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